
１． 学校の概要 

(1) 学校・校区の概況                                   

本校は，昭和３７年２月１１日名護小学校より分離独立し，17 学級，児童数 711 名で輝

かしい第一歩を踏み出した。 

学校は，名護市街を見渡せる高台，双葉が丘に位置し，東に名護岳，西に嘉津宇岳，そし

て眼下に広がる名護湾，はるか前方に恩納岳を望む風光明媚で自然環境に恵まれた場所

にある。 

(2) 児童の実態    

在籍８７８名（令和５年４月現在)，児童は素直で人なつっこい子が多く、学校行事等では

生き生きと参加する児童がほとんどである。授業においても友だちとつながりながら積極的

に学び、学習規律の面でも良好な姿が見られる。一方で，学力やコミュニケーションの面で、

不安定な児童が一定数おり、特に学びに向かう力などの資質能力の育成を図っていくこと

が課題となっている。 

 

２．  校舎配置図 

 

３． 職員一覧と在籍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 本校教育の基本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校経営の基本理念  
 

「すべての子どもの学びを保障する学校」 

 

  ○互いに認め合い、支え合う支持的風土の醸成と学習環境づくりの推進 

  ○すべての子どもの学びを保障する授業づくりの推進 

  ○子どものよさを引き出し、主体性を伸ばす、主体的で機能的な教職員組

織の構築 
 

２ 基本的な考え方 
(1) 児童一人一人のよさや可能性を伸ばすことを最大の目標とし、確かな学

力、豊かな人間性、健康・体力の「知・徳・体」のバランスのとれた人間
育成を目指し、凜として行動できる児童を育成する 

(2) 「生きる力」をより具体化し、教育課程全体を通して育成を目指す資質・
能力（①生きて働く「知識･技能」の習得、②未知の状況にも対応できる「思
考力･判断力･表現力等」の育成、③学びを人生や社会に生かそうとする「学
びに向かう力・人間性等」の涵養を図る）を育むために、学年部を中心と
した指導体制の確立を図る。また、全職員体制で学校課題の解決に努力す
る。 

(3) 子ども自身が学びを通して、自分の成長を実感できる授業づくりの創造全
員が参加できる授業づくりの下、「主体的･対話的で深い学び」に誘う授業
づくりを実践する） 

(4) 学校･家庭･地域の連携･協働を図りながら、「社会に開かれた教育課程」
の推進に努め、やんばる一の大規模校の特色を生かした教育の創造に資する
とともに、創意と工夫を生かした教育実践に努める。 

(5) 名護市教育施策・4つの具体的な方策（①学力向上②特別支援教育③コミ
ュニティ･スクール④GIGAスクール構想）に基づいた学校経営を推進する。 

 

３ めざす学校像 

「みんなで学び、笑顔あふれ、安心して過ごせる学校」 
   
４ めざす子ども像 
(1)  学び合い、支え合い、聴き合う児童 
(2)  相手の気持ちを察したり、気持ちを理解し、思いやりのある行動や言葉

かけができる児童 
(2) あいさつや言葉遣いなど、場面や相手を意識した行動ができる児童  
(3) 今、何をすべきか考え、判断し、行動することができる児童 
(4) 他者と協働し、よりよい学級・学校を創ろうとすることができる児童 
 
５ めざす教師像 
(1) 子どものよさを認め、伸ばすために子どもに寄り添い続ける教師 
(2) 複雑で予測困難な時代に生きる子どもたちのために、夢や志の大切さを語

れる教師  
(3) 子どもと粘り強く関わり、その成長をともに喜ぶことができる教師                   
(4)  職場の同僚性を大切にし、協働的に学び続ける教師 
 

６ めざす授業像 
(1) 「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した授業 
(2) 3つの資質能力を総合的にとらえ、児童の「身につけさせたい力」を伸ば

す授業 
(3) インクルーシブ教育の理念で、全ての児童が主体的に参加できる授業 

 

 

 

 

 

 



５． 学校経営ビジョン 

 

 

６． 大宮中校区コミュニティ・スクール 
   
大宮中校区コミュニティ･スクールの基本理念 

 
 
 
「ありがとう」：相手に対して感謝の気持ちを持つ 
「つながろう」：相手に思いやりの心を持ち、よりよいコミュニケーションをとる 

「つくりだそう」：いろいろなことにチャレンジしながら、未来を築いていく  
そういう子どもたちを、「We are one!」・・・学校、保護者、地域ともに一つ

になり、育てていきましょう！（大宮中校区運営協議会） 

７． 授業研究会を中心とした学校づくり 

（１）校内研 研究主題 

「つながり・関わり合いながら深く学ぶ児童の育成」 
 

～「主体的・対話的で深い学び」を追求する授業改善の工夫を通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 

学 校 要 覧 

心をつなぎ、やさしく、かしこく 

未来を拓く大宮の子 

〒905-0011  名護市宮里五丁目１３番２２号 

TEL(0980)52-3355  FAX(0980)52-3375 

HP ｱﾄﾞﾚｽ http://sw.city.nago.okinawa.jp/oomiya-s/ 

E-mail：oomiya-s@school.city.nago.okinawa.jp 

 

マンモス校から  

夢に向かってチャレンジ！  

笑顔 

安心 
学び

び 

 

ありがとう つながろう つくりだそう ともに We are one! 

チャレンジ 

大宮小は、「聴き合い」

「学び合い」「支え合

い」の教育活動を重視

しています。 

大宮小は、「自分のペー

スで学ぶ」授業を目指

しています。 

大宮小は、「すべての子

どもの学びを保障」し、

一人ひとりの人権と多

様性を大切にします。 

 

 

 

大宮小は、地域のみな

さん、保護者と「みんな

で子育て」を合い言葉

に連携・協同します。 

大宮小は、先生方の学

びも大切にします。授

業研究会年12回 

学校公開(授業)2回 

 

にこにこサークル 

漢検・英検サポート 

子育て交流会 

ベルマーク活動 

おやこ倶楽部 

         等  々

 

全校集会も復活！ 

大規模校ならではの活

気にあふれています！ 

大宮小児童につけたい力 

『人を大切にする力』 

『自分の考えを持つ力』 

『自分を表現する力』 

『チャレンジする力』 

 
 


